
日

、

市

長

が

、

議

会

15

に

対

し

、

来

年

度

京

都

市

予
算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

十

年

一

日

の

如

く

、

口

を

開

け

ば

「

財

政

危

機

」

の

連

発

で

、

市

民

向

け

事

業

を

億

円

も

「

見

直

し

」

48

と

の

方

針

で

す

。

南

区

上

鳥

羽

に

あ

る

山

ノ

本

保

育

所

な

ど

市

立

市

営

保

育

所

を

民

間

に

移

管

、

家

庭

動

物
相
談
所
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
、

中

央

斎

場

等

の

使

用

料

の

値

上

げ

（

こ

れ

で

は

死

ぬ

に

死

ね

な

い

）
、

更

に

、

一

層

の

職

員

削

減

と

公

務

の

民

間

化

を

打

ち

出

し

て

い
ま
す
。

「

子

ど

も

育

み

局

」

を

新

設

す

る

と

の

こ

と

で

す

が

、

市

長

に

よ

れ

ば

、

子

ど

も

は

あ

く

ま

で

も

目

的

語

で

あ

り

育

ま

れ

る

対

象

で

あ

っ

て

、

決

し

て

主

語

で

も

な

け

れ

ば

権

利

の

主

体

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

子

ど

も

の

権

利

条

約

の

意

義

が

全

く

理

解

で

き

て

い

な

い

と

言

う

ほ

か

あ

り

ま

せ

ん

。

介

護

保

険

も

、

４

月

以

降

、

要

支

援

１

・

２

の

人

た

ち

へ

の

ヘ

ル

パ

ー

派

遣

と

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

が

後

退
し
ま
す
。

従

来

の

市

民

力

と

か

地

域

力

等

の

言

葉

に

、

今

回

日

、

歳

以

上

の

高

10

75

齢

者

を

対

象

と

す

る

京

都

府

後

期

高

齢

者

医

療

広

域

連

合

の

議

会

が

開

か

れ

、

来

年

度

、

保

険

料

の

軽

減

率

が

改

悪

さ

れ

る

こ

と

が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

従

来

、

職

域

保

険

の

被

は

「

文

化

力

」

と

や

ら

が

加

わ

っ

て

い

ま

す

が

、

相

変

わ

ら

ず

こ

れ

も

意

味

不

明

で

、

市

民

を

ケ

ム

に

ま

く

も

の

で

す

。

予

算

案

の

他
、
諸
条
例
改
正
案
等
は
、

日

か

ら

開

会

の

予

算

議

22会

で

審

議

さ

れ

、

３

月

下

旬

に

採

決

の

予

定

で

す

。

扶

養

家

族

だ

っ

た

高

齢

者

は
保
険
料
０
だ
っ
た
の
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
発
足
時
、

強

制

的

に

移

行

さ

せ

ら

れ

保

険

料

負

担

が

新

た

に

発

生

、

こ

の

矛

盾

緩

和

の

た

め

保

険

料

が

軽

減

さ

れ

て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
回
、

国

言

い

な

り

で

、

広

域

連

合

が

改

悪

・

値

上

げ

を

決

め

た

と

い

う

経

過

で

す

。

均

等

割

９

割

軽

減

だ

っ

た

人

が

７

割

へ

、

ま

た

低

所

得

者

の

所

得

割

軽

減

が

５

割

か

ら

２

割

に

な

る

な

京
阪
国
道
口
の

交
通
安
全
看
板
が
改
善

市

民

の

方

か

ら

の

通

報

に

よ

り

、

薄

く

な

っ

て

字

が

読

め

な

く

な

っ

て

い

た

看

板

の

書

き

換

え

が

実

現

し

ま

し

た

（

京

阪

国

道

口

南
西
角
）
。

ど

、

人

に

よ

っ

て

は

値

上

が
り
に
な
り
ま
す
。
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年金受給資格期間短縮が実現

国会で、年金受給資格期間が、従来の、原則25

年から10年に短縮され、10～24年間掛けてきたのに

受給資格がなかった人が、今回新たに資格を得、

受給できることになりました。半歩だけ前進です。

国が把握している該当者には、２月下旬から

順次、案内が郵送され、３月から請求が受付け

られます（該当者でも請求しないと支給されま

せん）。９月分からの支給ですから、 10 月から

振り込まれます。該当するはずなのに案内状が

届かない場合など、詳細は井上議員迄。

老齢国民年金は満額でも僅か月６万円余。こ

れでは生活できません。資格期間も 10 年でも未

だ長すぎます。本来なら 1 ヶ月でも保険料を納

めれば、額はともかく、資格があるべきです。

というより、日本共産党は、無拠出（保険料を

納めなくてもよい）でも一定額の最低年金を保

障すべきと考えます（写真は、倉林明子参院議

員らと一緒に、年金事務所と懇談：２／１０）。

相
も
変
わ
ら
ぬ
「
財
政
危
機
」
に
ウ
ン
ザ
リ

公
務
の
民
間
化
で
自
治
体
の
役
割
を
放
棄

介
護
を
は
じ
め
福
祉
・
医
療
の
切
り
捨
て

子
ど
も
は
あ
く
ま
で
も
「
お
客
さ
ん
」

「
文
化
力
」
っ
て
何
だ
!?

＝
市
長
が
来
年
度
市
予
算
案
を
提
案

＝

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
が
値
上
げ

南区生健会新春の集い(２ /４)




